
NO.97 
4 t. 9. t 

町の'人口
1臼 現在

2. 8 21 
6. 0 6 0 
6. 3 0 9 

1 2. 3 8 9 

月
数

ロ

8
出
男
女
人

世

総

一一一転fi1 言~

シ

ま
内田印刷所印刷企画室編集今金町役場発行

?I， 
と
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う

よ

i
w/

仇
刈
〆
φ

φ

γ

7
ハ戸

j
r
y
l

，

/
f-L

J

、
L

I

Jl
i
d
'
d

h眠

¥ 

ァ
44
va
k

}/.. 

O 
山川剛・・司

••• 
山川町

••• 
一川一---

NmH 

一川一--E 

H

川州

剛
山
川
剛---

H

川山
川剛山

川
川
州

剛

山

剛

川---
m
間
一

市
川

q

••• …
山
町
一

MmM 

…畑一
川附叩月9 

り
之

ながっ8 あかりつ3

.(jJ)二百十日もすぎ秋は次第に深まうゆ{。九月を長月、熟月一稲刈月ども。

。呼ばれている。これは夜が長(なる 、稲刈りがはヒまる、穀物が成熟。
あ

。するなどからでもある。このほか食物が満ち飽きるほど豊かになる。

。ことかi， r飽き 」天地が高(清〈すむこどから「閉さ明 bか」が。

。つまワ 「あき 」どなったとする説もある。ススキが咲きみだれ、ト。

Oンボが舞うど、この地方は秋だが、暑さ 寒さも彼岸までのこどわざと'(jJ)

0うつ 、秋分がすぎ ると朝夕めっきり涼し(本格的な秋になる。 。

秋

3J{=Lめ"に哩魂祭男土@紹介乳検研修会聞く21{=tJぴ.う完工式 繭のプール聞き 老人にしあわせな老後
H(~ρ イタ も強制保険 悶実年金の内容変る '"の麹作象

-主な記事・



盟諸 = (錦町号]山口"山山昭和41 年 9 月 1 日mtmmrmmm出問:叩お..~--出広報いまかね出出"山::::; (2)= 

喜
び
あ
う
完
工
祝
賀
式

十
三
年
間
に

、
四
五

O
りル

!
ー

i
道
常
客
土
事
業
↑
|
l
i

道
南
一
の
米
ど
こ
ろ
を
築
き

あ
げ
た
北
桧
山
土
地
改
良
民
業

協
同
組
合
(
大
口
義
清
組
合
良

六
七

O
人
)
の
完
工
視
賀
式
は

八
月
二
十
四
日
午
後
一
時
公
民

館
に
約
百
人
白
関
係
者
が
集
ま

り
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
、
十
三

年
間
に
わ
た
る
道
営
客
土
事
業

に
終
止
符
を
告
げ
ま
し
た
。

道
営
客
土
事
業
は
農
業
白
近

代
化
を
促
進
す
る
た
め
、
政
家

が
集
ま
り
協
同
組
合
を
結
成
昭

和
ニ
オ
八
年
か
ら
利
別
川
流
域

自
米
作
地
帯
の
改
良
に
乗
り
出

し
た
も
の
で
す。

客
土
は
軌
導
と
馬
橋
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
十
三
年
間
に
客
土

さ
れ
た
土
は
六
+
万
立
方
メ
ー

ト
ル
、
投
資
さ
れ
た
総
額
は
四

億
二
千
六
百
万
円
、
面
積
は
今

金
町
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
北
桧
山

町
四
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お

よ
ん
で
い
ま
す
。

事
業
白
推
進
と
と
も
に
利
別

川
流
域
の
泥
炭
地
帯
は
業
問
に

か
わ
り
当
時
十
ア
ー
ル
当
り
二

俵
か
ら
三
俵
だ
っ
た
米
収
も
い

ま
で
は
二
倍
以
上
に
増
収
さ
れ

ド
ド
業
効
県
は

一
段
と
促
進
水
田

経
営
は
米
価
の
安
定
に
と
も
な

い
す
く
れ
た
発
展
を
見
せ
、
昨

年
は
山
荷
じ
万
依
を
突
破
す
る

道
南
一
由
来
ど
こ
ろ
に
飛
縦
し

ま
し
た。

こ
れ
ら
は
十
三
年
に
わ
た
る

段
家
白
線
強
い
団
結
が
成
果
を

あ
げ
た
賜
も
白
で
あ
り
ま
す。

完
工
式
に
列
席
し
た
関
係
腿
家

は
長
期
的
な
市
業
を
ふ
り
か
へ

り
、
こ
ん
ど
は
利
別
川
総
合
か

ん
ば
い
事
業
を
一
日
も
早
〈
推

逃
す
る
と
意
欲
的
で
あ
り
、
今

金
町
の
風
物
詩
ト
ロ

y
コ
と
馬

憾
の
客
士
眠
中
州
は
事
柴
田
完
成

と
と
も
に
事
を
消
す
ζ

と
に
な

り
ま
し
た。

写
真

H
客
土
風
景

雨
の
中
で

プ
l
ル
聞
き

待
望
久
し
い
プ
ー
ル
が
完
成

十
七
日
午
後
一

時
か
ら
完
成
式

と
プ
ー
ル
開
き
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た。

こ
の
日
は
相
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
町
長
、
議
長
、
P
T
A

、
母
の
会
、
町
内
会
由
代
表
が

王
山
を
搾
げ
プ

l
L
N
D安
全
世

祈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
待
ち
わ
び
た
児
虫

、
生
徒
が
ザ
プ
タ
ザ
プ
ン
と
プ

M
Z

加
さ

l
ル
に
成
品
数

4
満
足
に
笑
顔

を
う
か
べ
て
い
ま
す。

ま
た
国

民
皆
泳
白
日
と
あ
っ
て
町内民
も

自
慢
の
腕
前
を
依
露
千
供
た
ち

と
プ
l
ル
の
完
成
を
菩
こ
び
あ

い
ま
し
た
こ
れ
で
水
死
事
故
は

完
全
に
防
ぐ
己
と
が
で
き
残
り

少
な
い
立
白
日
を
存
分
に
た
由

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

写
真
H
雨
の
中
の
プ
!
ル
開
き

国
民
自
祝
日
に
凶
す
る
法
律

活
は
や
や
も
す
る
と
不
安
が
ち

に
よ
っ

て
新
ら
し
〈
九
月
十
五

で
す。

こ
れ
ら
の
対
策
に
老
人

目
が
円
敬
老
の
日
』
に
加
え
ら

⑨

ホ
l
ム
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

れ
、
昌
人
の
栢
靴
に
対
す
る

を

は
-
部
白
地
域
で
、
も
っ
と

凶
民
白
凶
心
が
、

一
段
と
高

弘
又

施
設
を
つ
く
り
、
恵
ま
れ
な

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し

，

-

い

老
人
を
た
い
せ
つ
に
し
ま

は
こ
の
日
を
中
心
に
各
租
行

1
4

し
よ
う
。

事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

な

老
人
ク
ラ
ブ

の
迎
営
に
は

日
老
人
は
長
い
年
月
に
わ
た

せ

町

や

ま

ら
補
助
金

古

さ

っ
て
社
会
の
発
展
に
力
を
つ

つ

れ
ま
す
の
で
各
部
落
巨
も
つ

く
し
て
こ
ら
れ
た
む
で
す
。

IM
〈
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
町
も

私
た
ち
も
老
人
に
敬
愛
の
念

4
0
老
人
ホ
1
ム
白
建
設
と
災
現

を
も
ち
、
し
あ
わ
せ
な
余
生

し

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

を
送
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

に

れ
が
解
決
す
る
と
老
人
白
生

は
当
然
で
す。

E
凡、

活
は
さ
ら
に
向
上
さ
れ

『敬

戦
後
、
平
均
寿
命
が
延
び

ι
L

老
白
日
』
を
機
会
に
私
た
ち

た
こ
と
に
よ
っ
て
老
人
人
口

出
守

も
老
人
の
し
あ
わ
せ
に
つ

い

も
増
え
る
と
と
も
に
、
老
人
を

4
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と
り
ま
く
社
会
的
、
経
済
的
環

M

老
人
福
祉
週
間
は
+
五
日
か

境
も
大
き
く
変
り
、
老
人
目
生

ら
二
十
一
日
ま
守
H

早
坂
さ
ん

l
交

通

指

導

愛
宕
さ
ん

l
人

命

救

助

北

恰

山

警

察

若

か

ら

八
月
十
八
日
北
桧
山
崎
U

察
署
は
交
通
指
導
に
協
力
し
ま
し
た
字
積

川
白
早
坂
己
三
郎
さ
ん
日
才
と
人
命
救
助
の
今
金
町
役
場
転
H
H
D
愛

宕
要
さ
ん
引
才
を
署
長
室
に
招
い
て
二
人
に
感
謝
状
と
金
-
封
を
贈

り
ま
し

t
。

早
坂
さ
ん
は
病
弱
な
体
で
三
年
間
に
わ
た
り
碩
川
地
区
で
子
供
た

ち
の
交
通
市
故
防
止
に
つ
と
め
る
ほ
か
交
通
安
全
日
に
は
街
頭
指
導

担
に
で
か
け
る
な
ど
の
熱
心
さ
。
そ
れ
も
お
と
と
し
子
供
が
ト
ラ
γ
ク

川
吋
ひ
か
れ
即
死
し
て
か
ら
が
動
機
で
す
。
愛
宕
き
ん
は
八
月
間

H
m

代
橋
上
前
で
川
に
お
ぼ
れ
助
け
を
求
め
る
戸
を
聞
き
友
だ
色
と
旧世間世

に
か
け
つ
け
水
死
寸
前
の
荒
井
正
枝
さ
ん
凶
才
と
康
子
さ
ん
H
才
の

姉
妹
二
人
を
川
に
飛
び
込
み
救
け
出
し
た
も
白
で
す
。

二
人
の
善
意
が
恕
ら
れ
て
藤
原
署
長
か
ら
感
謝
状
が
紛
ら
れ
ま
し
た
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二
十
一
回
目

白
終
戦
白
目
白

八
月
+
五
日
午

前
九
時
か
ら
神

社
境
内
で
忠
魂

祭
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
遺
家
族

約
百
五
十
人
が

出
席
、
式
典
が

し
め
や
か
に
お

こ
な
わ
れ
参
列

し
た
関
係
者
や

来
賓
が
玉
串
を

捧
げ
三
百
余
柱

の
銭
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

正
午
に
は
全
員

起
立
し
て

一
分

聞
の
黙
と
う
を
持
庁
ま
し
た。

こ
の
あ
と
公
民
館
で
迫
族
総
会

を
聞
き
迫
家
族
の
相
互
扶
助
に

つ
い
て
協
議
、
二
十

一
回
目
白

忠
魂
祭
を
お
わ
り
ま
し
た
。

写
真
H
忠
魂
祭

昭
和
辺
年
丸
、
則
分
校
と
し
て

開
設
お
年
に
は
光
川
小
学
校
に

昇
枯
し
た
同
校
も
児
童
白
減
少

で
四
月
廃
校
に
な
り
現
在
鉛
戸

一
八
二
人
が
水
凶
階
段
で
経
営

安
定
を
凶
っ
て
い
る
。

鈴
岡
は
元
北
企
原
と
い
い
、

金
服
明
v
d
M

が
開
拓
し
た
地
域
で

あ
る
。
明
普
は
明
治
却
年
1
月

、
丹
羽
五
郎
の
上
京
を
機
に
鈴

木
幾
太
郎
を
郷
里
静
岡
か
ら
招

き
移
住
さ
せ
聞
桁
に
当
っ
た
が

歳
月
を
経
る
に
し
た
が
い
薪
炭

欠
乏
判
年
目
名
に
牧
場
四
払
下

を
う
け
部
落
民
の
共
有
と
し
て

股
喋
を
振
興
さ
せ
た
。

こ
れ
が

乳
検
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
聞
く

酌
股
振
興
対
策
を
発
展
さ
せ

民
家
経
済
白
安
定
確
立
を
図
る

た
め
由
昭
和
四
十
-
年
度
乳
牛

経
済
検
定
道
巧
フ
ロ
ッ
ク
研
修

会
は
道
、
桧
山
支
庁
の
主
催
で

二
十
五
日
午
後

一
時
か
ら
公
民

館
に
渡
島
、
後
志
、
桧
山
三
支

庁
か
ら
乳
検
関
係
者
約
百
人
が

出
席
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

二
十
五
日
は
長
田
、
高
野
両

専
門
技
術
員
が
乳
検
の
推
進
と

サ
イ
レ

l
ジ
白
調
製
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た。

こ
の
あ
と
佐

橋
英
男
さ
ん
(
八
雲
)
吉
光
男

さ
ん
(
倶
知
安
)
幅
口
忠
男
さ
蜘組

司F
 

川
町e

 

4' 
a間

咽

畠
環

機
会
に
酪
股
が
き
か
ん
と
な
り

経
営
も
安
定
現
在
は
旧
世
帯
二

百
人
が
住
ん
で
い
る
。

金
原
、
鈴
金
同
金
原
と
い
わ

れ
金
原
明
蓄
の
姓
を
部
落
名
と

し
た
u

明
治
初
年
3
月
鈴
木
畿

太
郎
が
愛
媛
県
か
ら
岨
戸
の
小

刊
人
を
募
集
移
住
開
墾
し
た
の

が
は
じ
ま
り
で
、
水
町
札
口も
多
く

移
住
者
は
動
揺
し
た
こ
と
も
あ

る
。
明
治
担
年
ま
で
北
、
南
、

西人
笠
原
に
約
二
百
戸
の
良
家
を

自
由
で
募
集
入
地
さ
せ
た
。
い

ま
は
畑
作
か
ら
水
稲
基
幹
作
に

か
わ
り
百
九
台
戸
白
人
口
七
百

三
十
人
白
部
落
に
な
っ
た
。

ん
(
今
金
}
が
そ
れ
ぞ
れ
敵
民

経
営
に

つ
い
て
体
験
発
表
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
一
一
十
六

日
は
、
ム
「
金
酪
位
協
田
中
生
産

部
長
が
、
今
金
町
に
お
け
る
乳

周
子
牛
白
育
成
事
主
に
つ
い
て

説
明
の
あ
と
日
進
地
区
白
パ
イ

ロ
ッ
ト
、

草
地
改
良
事
業
を
視

察
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
を

通
じ
て
道
岡
田
酪
陛
は
さ
ら
に

発
展
す
る
も
む
と
、
こ
ん
ど
の

乳
検
組
合
白
事
業
運
富
に
期
待

が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

写
真
H
乾
検
研
修
会

北
桧
山
警
察
署
今
金
融
宮

部
派
出
所
に
電
話

が
新

抗日民

事
相
や
交
通
事
故
発
生
緊

急
時
に
は

一一

O
番
へ
そ
の
他

の
一
般
用
務
は
四
三
品
番
へ

造
林
す
る
に
は
(
投
資
)
将
来
、

確
実
な
収
益
を
得
る
た
め

に
第
一
に
樹
種
白
選
定
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ

ま
し

た
が
、
二
番
目
に
大
切
な
の
は
そ
の
環
境
の
改
善
で
す
。
州
民
業

は
古
く
か
ら
耕
う
ん
、
施
肥
、
か
ん
が
い、

排
水
白
手
段
を
用

い
地
力
白
的
進
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、
林
業
で
は
経
済
的
に
不

可
能
な
場
合
が
多
い
。
林
地
を

一
度
悪
化
さ
せ
る
と
回
復
に
は

莫
大
な
投
資
が
必
要
で
す
。
こ
白
た
め
つ
ね
に
植
林
に
対
す
る

心
が
け
が
必
要
で
す
。
そ
己
で
こ
れ
か
ら
の
造
林
は
ど
ん
な
方

法
で
や
る
か
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
ま
づ
い
ま
ま
で
の
焼
払
い

地
柏
市
ら
い
は
で
き
る
だ
け
さ
け
全
刈
、
筋
刈
に
し
た
い
も
の
で

す
。
枝
葉
や
枯
葉
を
き
れ
い
に
指
除
し
な
い
で
パ
ラ
ま
い
て
お

く
と
土
殿
中
白
水
分
を
保
つ
益
分
を
供
給
す
る
に
も
非
常
に
有

効
で
す
。
と
く
に
苗
木
を
値
与
え
た
ら
相
官
刊
に
よ
せ
て
お
〈
と
苗

木
の
活
者
や
成
長
に
も
役
く
立
ち
ま
す
。
た
だ
こ
白
場
合
野
ネ

ズ
ミ
の
被
害
を
受
け
や
す
い
か
ら
殺
そ
剤
に
よ
る
駆
除
を
必
ず

お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
こ
れ
に
は
補
助
金
も
支
払
れ
肥
料

を
や
っ
た
り
補
植
す
る
労
力
平
経
費
に
比
較
し
て
ど
ち
ら
が
得

か
わ
か
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
肥
料
木
の
植
栽
で
す
。
針
葉
樹

だ
け
で
は
土
地
が
や
せ
ま
す
白
で
広
葉
樹
も
適
当
に
混
植
し
て

地
カ
を
維
持
し
ま
七
ょ
う
。
こ
れ
に
は
ア
カ
シ
ヤ
類
、
ハ

ギ
類

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
も
適
し
て
い
ま
す
〈
わ
し
く
は
林
業
指
導
事
務

所
か
森
林
組
合
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

門壁
坂
林
業
指
導
H
H〕

⑧⑧⑧>@@ これからの造林ミ⑧⑧⑧⑧@と

J

⑨
み
ん
な
こ
ぞ
っ
て

体
操
を
⑨

ー

健
肢
を
た
も
ち
体
力
づ
く
り

は
体
操
が
最
も
よ
い
方
法
で
す

町
内
の
み
な
さ
ん
も
健
康
で
明

る
く
楽
し
い
生
活
を
お
く
る
一

つ
に
、
手
軽
で
短
時
間
で
で
き

る
『
疲
れ
を
な
く
す
体
操
』
(

国
民
健
康
づ
く
り
迎
動
協
会
制

定
)
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
体

操
は
大
変
や
さ
し
く
だ
れ
で
も

で
き
、
転
拐
、
団
体
で
希
望
が

あ
れ
ば
体
育
指
導
只
が
山
向
い

て
指
導
し
ま
す
。
己
白
ほ
か
体

操
の
伴
奏
、
号
令
づ
き
の
レ
コ

ー
ド
も
転
場
な
ど
に
無
料
で
差

上
げ
ま
す
の
で
、
椅
望
白
方
は

教
育
委
只
会
副
会
教
育
係
ま
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

N
H
K
北
桧
山

T
V
中

継
所
に
自
家
発
電
装
置

N
H
K
で
は
不
時
停
屯
や
受
電

線
白
障
害
に
備
え
中
継
所
に
自

家
発
電
装
置
を
つ
け
ま
す
。

停
電
し
て
も
約
二
分
間
く
ら
い

で
包
波
が
だ
さ
れ
ま
す
。
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今月

の

お
知
ら
せ

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
も
強
制
保
険
を

十

月

日

か

ら

自
動
車
制
課
賠
償
保
障
法
、

同
法
施
行
合
由
一
部
が
六
月
二

十
た
日
に
改
正
さ
れ
、
こ
ん
ど

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
も
強
制
保

険
を
つ
け
な
け
れ
ば
運
転
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
強
制
保
険
は
、
人
身
事

故
を
起
し
た
場
合
の
保
険
で
、

加
害
者
は
自
分
の
払
っ
た
賠
償

金
に
つ
い
て、

死
亡
の
場
合
は

百
五
十
万
円
ま
で
、
傷
害
の
場

合
ほ
最
高
五
十
万
円
ま
で
保
険

金
を
制
求
で
き
ま
す
し、

被
害

者
も
直
接
保
険
金
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
会
ま
す
。
ま
た
、
ひ

き
逃
肩
り
事
故
や
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
原
動
機
付
自
転
車
に

よ
る
事
故
の
場
合
も
十
月
}
日

か
ら
は
、
保
険
金
社
を
通
じ
て

政
府
に
保
障
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

す
で
に
各
保
険
会
社
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
が
、
十
月
-
日

ま
で
に
す
べ
て
の
パ

イ
タ
に
強

制
保
険
を
つ
け
て
下
さ
い
。
保

険
料
は
一
年
間
で
二
千
五
百
四

十
円
で
す
。
保
険
を
つ
け
る
と

保
険
会
社
か
ら
証
明
書
と
保
険

ス
テ

γ
カ
ー
が
交
付
さ
れ
ま
す

パ
イ
ク
に
ζ

れ
を
表
示
し
な
け

れ
ば
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

次
ぎ
に
七
月

一
日
か
ら
保
険

金
の
支
払
限
度
額
が
死
亡
百
五

十
万
円
、
傷
害
最
高
五
十
万
円

に
、
後
遺
症
七
万
円
か
ら
百
五

十
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
・
ま
た
、
緋
連
機

は
保
障
法
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

ま
し
た
。

⑨
国
民
年
金
の
内

容
が
変
わ
り
ま

す
い
ま
町
内
に
は
、
約
三
千
人

の
か
た
が
、
老
後
や
事
故
に
備

え
て
国
民
年
金
制
度
巨
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
、

貨
幣
価
値
や
生
活
水
準
な
ど
、

そ
白
と
き
ど
き
の
経
済
情
勢
由

変
動
に
見
あ
っ
た
魅
力
白
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
少
な
く
と

も
五
年
匡
一
度
は
内
容
が
改
善

さ
れ
る
ζ

と
忙
な
っ
て
い
ま
す

こ
と
し
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
年

に
当
り
、
制
度
目
内
容
が
次
の

よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た
。

-
7
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句
i
J

・
4
1
1
Mm

「自一一
M
W

4
叫
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て

年
金
額
、
老
令
年
金
三
十

五
年
拠
出
の
場
合
、
月
額
二

千
円
が
五
千
円
に
、
障
害
年

金
最
低
保
障
額
の
月
額
二
千

円
が
五
千
円
に
、
母
子
、
準

母
子
年
金
、

子
ど
も
が
-
人

の
場
合
、
月
矧
千
六
百
円
が

四
千
六
百
円
に
遺
児
年
金
最

低
保
障
額
の
月
額
千
円
が
二

千
五
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年

、金
目
障
害
の
範
囲
刷
が
高
血
圧

な
ぶ
全
部
の
陣
容
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

=
寸
保
険
料
は
、
従
来
の
も
由

よ
り
百
円
ず
つ
引
き
あ
げ
ら

れ
ま
す

(
来
年

-
月
か
ら
)

四
各
福
祉
年
金
が
月
額
二
百
円

ず
つ
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

五
、
そ
の
ほ
か
福
祉
年
金
但
各

種
所
得
制
度
が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。

(
投
塩
国
民
年
金
係
〉

⑨
九
月
め
農
作
業

-
水
田
作
業
・

①
水
田
が
乾
き
す
ぎ
る
と
き
は

走
り
ホ
を
し
ま
し
ょ
う
-。

②
玄
米
白
水
分
合
量
は
、

一
五

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
に
な

る
よ
う
架
干
し
、
ま
た
は
乾

燥
機
で
乾
燥
し
ま
し
ょ
う
。

③
乾
燥
機
を
利
用
す
る
と
き
は

従
来
白
収
種
作
業
に
と
ら
わ

れ
ず
、
能
率
白
高
い
作
業
体

系
で
、
努
め
て
自
然
乾
燥
で

水
分
合
量
を
少
な
く
、
乾品問

機
の
失
火
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

@
生
背
白
お
く
れ
て
い
る
地
帯

で
は
、
八
月
に
引
き
つ
づ
い

て
蝕
い
も
ち
の
防
除
が
肝
要

で
す。

-
て
ん
菜
の
病
害
虫
防
除
・

①
て
ん
来
の
こ
れ
か
ら
の
生
育

は
、
最
後
の
収
量
糖
分
に
影

響
を
与
え
る
の
で
禍
斑
病
と

ヨ
ト
ウ
ガ
の
防
除
を
兼
ね
て

九
月
上
旬
中
に
も
う
-
度
薬

剤
散
布
を
す
る
と
よ
い
で
す

@
ひ
ま
を
見
て
秋
の
う
ち
に
来

年
度
の
床
土
を
準
備
す
る
の

も
増
産
白一

つ
で
す
。

-
飼
料
作
物
・

①
屋
外
堆
積
の
乾
燥
牧
草
は
早

急
に
晴
天
を
み
て
半
日
〈
ら

い
で
仕
上
げ
乾
燥
を
行
な
い

納
屋
や
牧
草
収
納
枠
に
貯
蔵

し
ま
す
。
ま
た
貯
蔵
に
あ
た

っ
て
内
部
白
カ
ピ

白
発
生
を

防
止
す
る
と
と
も
大
切
で
す

②
サ
イ
レ
l
ジ
白
調
整
は
、
箱

に
あ
て
な
い
よ
う
収
破
し
サ

イ
ロ
に
切
り
込
む
己
と
が
肝

要
で
す。

サ
イ
ロ
は
十
分
消

毒
し
て
切
り
込
む
こ
と
、
原

料
は
九
ミ
リ
に
細
切
り
し
、

よ
く
踏
み
込
み
乳
殿
閉
山静
を

完
全
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ト
」a
A
J

。

、E. ・J

H

人
物
往
来

二
日
目
小
樽
土
現
二
社
谷
副
所

長
、
自
衛
隊
第
日
施
設

大
隊
津
本
一
尉
視
察
。

+
日

u道
教
委
二
本
木
教
育
長

今
金
小
校
舎
観
察
。

+

一
日
目
近
山
間
技
師
ら
九
名

左
岸
刷
場
整
備
説
明
。

ニ
二
日
H
道
民
生
忠
三
浦
嶋
託

盟
国
納
入
会
制
査
。

ニ
四
日
H
山
岡
桧
山
支
庁
長
客

土
事
業
竣
工
式
白
た
め

二
五
日
H

小
沢
瀬
棚
町
長
、
塚

越
北
桧
山
町
長
打
合
せ

由
た
め
。

ーー

H

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

円七
月
分
)

⑨
出

生

"名
永
井
勝
宜
、
杉
山

郎
希
、
高
閲
厚
子、

福
士
裕
之

田
中
智
、
岡
本
俊
郎
、
神
野
学

山
田
明
美
(
今
金
)
伊
藤
雅
彦

(住
吉
)
下
山
博
、
相
原
優
佳

盟
、
斉
藤
娘
代
子

(
国
代
)
杉

林
恵
(
八
束
)

⑨
死
亡
3
名
高
木
助
吉
市

(今

金
)
町
河
マ

y
ノ
W

(神
丘
)

上
回
鰍
二
乃
(
種
川
〉

⑨
婚
姻

7
組
山
田
-
夫
H

白
戸

真
泣
(
八
束
)
阿
部
久
弥

u三
上

祥
子
(
花
石
)
田
中
秀

-
H水
口

宏
子
(白
石
〉
尾
形
継
目
園
都
悦

子
、
荒
井
正
信
日
佐
藤
秋
枝
、

上
野
保
宮
"
馬
場
公
子
、
伊
藤

雄
三
H
広
瀬
志
保
子
(
今
金
〉

リ，
A

何
割


